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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
長
崎
県
佐
世
保
市
で
発
生
し
た
米
軍
人
に
よ
る
業
務
上
過
失
傷
害
被
疑
事
件
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
件
は
、
平
成
十
七
年
六
月
三
日
午
前
零
時
三
十
分
こ
ろ
、
長
崎
県
に
駐
留
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海
軍
（
以

下
「
米
海
軍
」
と
い
う
。
）
に
所
属
す
る
上
等
兵
曹
テ
リ
ー
・
リ
ン
・
ペ
イ
ス
が
運
転
す
る
普
通
乗
用
自
動
車
が
、
長
崎
県

佐
世
保
市
内
の
路
上
に
お
い
て
、
普
通
貨
物
自
動
車
に
追
突
し
、
同
車
の
運
転
者
が
加
療
約
一
週
間
を
要
す
る
傷
害
を
負
っ

た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
件
発
生
時
、
同
上
等
兵
曹
は
公
務
執
行
中
で
は
な
か
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
事
実
関
係
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
捜
査
の
具
体
的
内
容
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え

た
い
。

二
に
つ
い
て

長
崎
県
警
察
に
お
い
て
は
、
被
疑
者
が
事
情
聴
取
に
応
じ
ず
、
逃
走
の
お
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
疑
者
を
業
務
上

過
失
傷
害
の
疑
い
で
現
行
犯
逮
捕
し
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
逮
捕
に
至
る
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
捜
査

の
具
体
的
内
容
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。
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ま
た
、
本
件
逮
捕
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
件
に
お
け
る
捜
査
機
関
の
活
動
内
容
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
政
府
と
し
て
の
見
解
を
示
す
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

三
に
つ
い
て

個
別
の
事
案
に
関
す
る
犯
罪
の
成
否
に
つ
い
て
は
、
捜
査
機
関
が
収
集
し
た
証
拠
に
基
づ
き
個
々
に
判
断
す
べ
き
も
の
で

あ
る
の
で
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
が
、
本
件
で
は
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条

約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約

第
七
号
。
以
下
「
日
米
地
位
協
定
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
１０
�
に
よ
り
、
米
海
軍
の
当
局
に
お
い
て
被
疑
者
の
逮
捕
等
の

措
置
を
講
じ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
共
同
逮
捕
」
と
は
、
実
務
上
、
刑
事
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
日
米
合
同
委
員
会
合
意
第
�

�
の
「
日
米
両
国
の
法
律
執
行
員
が
犯
罪
の
現
場
に
あ
っ
て
、
犯
人
た
る
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
又
は
そ
れ
ら
の
家

族
を
逮
捕
す
る
場
合
」
に
お
け
る
当
該
逮
捕
を
指
称
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
同
合
意
第
�
�
で
は
、
そ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
「
合
衆
国
軍
隊
の
法
律
執
行
員
が
逮
捕
す
る
の
を
原
則
と
し
、
こ
の
被
疑
者
の
身
柄
は
も
よ
り
の
日
本
国
の
警
察

二



官
公
署
に
連
行
さ
れ
る
。
日
本
国
の
当
局
に
よ
る
一
応
の
取
調
の
後
、
当
該
被
疑
者
の
身
柄
は
原
則
と
し
て
引
続
き
合
衆
国

の
当
局
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
当
該
事
件
が
日
本
国
の
当
局
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一
次
の
権
利
を
有
す
る
犯
罪
に
係
る
も

の
で
あ
る
場
合
に
は
、
日
米
の
共
同
捜
査
の
た
め
い
つ
で
も
取
調
の
対
象
と
な
る
。
日
本
国
の
当
局
が
特
に
当
該
被
疑
者
の

身
柄
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
要
請
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
身
柄
は
日
本
国
の
当
局
に
引
き
渡
さ
れ
る
。
」

と
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
当
局
は
、
日
米
地
位
協
定
、
日
米
地
位
協
定
に
つ
い
て
の
合
意
さ

れ
た
議
事
録
及
び
日
米
合
同
委
員
会
合
意
に
従
っ
て
、
捜
査
を
行
い
、
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
長
崎
県
警
察
本
部
及
び
長
崎
県
相
浦
警
察
署
が
米
海
軍
佐
世
保
基
地
法
務
部
と
協
議
に
当
た
っ
た
と
承
知
し
て
い

る
が
、
協
議
に
当
た
っ
た
者
の
氏
名
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
業
務
遂
行
に
支
障
が
生
じ
る
た
め
、
答
弁
を
差
し
控
え

た
い
。

五
に
つ
い
て

長
崎
県
警
察
に
お
い
て
は
、
米
海
軍
の
当
局
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
所
要
の
捜
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
承
知

し
て
お
り
、
捜
査
権
の
放
棄
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三


